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１． 研究目的 

本研究の目的は，論理的に英語を話す力を育成

するためのオンラインを使ったアカデミック英語

講座を構築し，本学の英語教育に貢献することで

ある．オンラインによる対話の研究は，Long（1996）
によって提唱された相互作用仮説を理論的支柱と

している．これは Krashen（1985）が述べているよ

うに，対話によって理解可能なインプットが言語

習得を促進し，Swain（1995）の示した，対話によ

って必然的に与えられるアウトプットの機会を理

解可能なアウトプットにしようとする努力が言語

能力を発達させているといえるからである．そし

て，お互いの意思を伝え合うための明確化要求や，

理解度確認といった意味交渉の結果，第二言語習

得が促進されるというものである． 
本研究では，スピーキングの理論的考察として，

スピーキングモデルについての先行研究を整理し

た．そしてスピーキング理論に基づくオンライ

ン・アカデミック英語講座を構築し，実践した． 
 

２． 研究実施内容 
Levelt（1989）は，人間がどのような認知プロセ

スを経て言語を産出しているかについてスピー

チ・プロダクション・モデルを発表した．このモ

デルは，第二言語習得におけるアウトプットとし

てのスピーキング力をどのように育成すべきかに

ついて考えるにあたっての理論的基盤になると考

えられる（櫻井, 2018）． 
Levelt（1989）は，発話に至るまでのプロセスを

次 の よ う に 示 し た ． ま ず 「 概 念 化 装 置 」

（conceptualizer）で，発話内容が生成される．そ

の後，「形式化装置」（formulator）で，文法コード

化（grammatical encoding）および音韻コード化

（phonological encoding）の操作が施され，発話内

容が言語化される．文法コード化の段階では，メ

ンタル・レキシコン内のレマ（lemma）に保存さ

れている統語情報が活性化され，文法構造が形成

される．また，音韻コード化の段階では，メンタ

ルレキシコン内のレキシーム（lexeme）に保存さ

れている音韻情報が引き出され，リズム・イント

ネーションなどのプロソディが形成される．そし

て，「調音化装置」（articulator）で音声となり発話

される．このプロセスが自動化されることによっ

て，その言語の流暢な話し手となるのであるが，

第二言語習得においては，その自動化を困難にす

る要因が存在すると考えられる（櫻井, 2018）． 
日本人英語学習者の場合，統語処理段階でワー

キングメモリに負荷がかかり，この統語処理の非

自動性が英語の流暢性を獲得する上での大きな障

壁となっていることが文処理研究から指摘されて

いる（Nakanishi & Yokokawa, 2011）．文産出におい

ても，いかに統語処理をワーキングメモリ資源を

あまり用いず，効率よく行うことが出来るかどう

かが成否の鍵を握ると考えられる（中西, 2013）． 
Jordan（1997）は，アカデミック・スピーキング

を大学等での学習が中心の概念であるとしている．

また，Using English for Academic Purpose For 
Students in Higher Education（2019）は，アカデミ

ック・スピーキングとは，日常生活のスピーキン

グとは異なり，明白なものであり構造的であると

述べている．アカデミック・スピーキングの使用

場面に関して De Chazal（2014）は，講義，プレゼ
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ンテーション，ゼミ，チューターとの面談，指導

教員との面談，グループプロジェクト，議論の中

での他の学生たちとのやり取りをあげている．こ

のようにアカデミック・スピーキングは，高等教

育機関などでの学習時の論理的なスピーキングの

ことを指すといえる（横山 2019）． 
ボイクマン（2013）は山本（2004）や門倉 （2006） 

の考え方を踏まえ，アカデミック・スピーキング

は論理的思考力とコミュニケーション力の 2 種類

に分類することができると述べている．本研究に

おけるアカデミック・スピーキング講座では，ア

カデミック・スピーキングという視点に立ち，コ

ミュニケーション能力の構成要素の中でもディス

コース能力の育成を中心に行った． 
アカデミック・スピーキングの力を測定する国

際的に認められているハイ・ステークスな試験に

は IELTS と TOEFL iBT がある．アカデミック・

スピーキング講座では，TOEFL iBT の Speaking 
Section の中で，複合した技能ではなく，スピーキ

ング力のみを測定する Independent Speaking Test に
出題される impromptu speech形式の問いを用いて，

論理的に英語を話す練習を行った． 
具体的な質問は，次のようなものである． 
 

Many people enjoy living in smaller towns. Others like 
living in bigger cities. Which one do you prefer, living 
in a small town or a big city? Please give details and 
examples to explain your choice. 

 
このような質問に対し，まず受講者全員に 15 秒

以内で，一人でのブレインストーミングをしても

らう．ブレインストーミング法は，Osborn（1953）
によって開発された創造的アイディア創出のため

の問題解決法であり，膨大なアイディアを出すこ

とにより，特定の問題に対する解決策を見つける

ための集団活動である（Clark, 1958; Miller, Vehar, 
& Firestien, 2001）．本来は様々なアイディアを産出

するために一人ではなく集団で話し合う方法であ

るが，この講座においては，一人でなるべく多く

のアイディアを瞬時に考え、それらを，この例で

いえば「都会暮らし」と「田舎暮らし」の利点と

欠点に分類する作業を 15 秒の制限時間内で行う．

15 秒経過後に話を始めるわけであるが，その時に

は，自分は都会と田舎のどちらを選ぶかが決まっ

ており，それに決めた理由を重要な順に述べるこ

とになる．受講生全員の impromptu speech が終了

した後は，受講生たちによるディスカッションと

なるが，その際は，（1）なるべく多くのアイディ

アを出す，（2）固定観念にとらわれない，（3）ほ

かのメンバーの出したアイディアを批判しない，

（4）アイディアを練り上げより良いものにする，

というブレインストーミング法の 4 つの基本的ル

ールを守って話し合うことになる． 
講座終了後，受講した感想を自由記述形式で答

えてもらった．以下は，受講した学生の代表的な

感想である． 
・学生が発言した後に，直接服部先生からフィー

ドバックを頂けたことで自分の弱点や改善点を認

識することができました．また他の受講生の発言

内容や，他の受講生への服部先生のフィードバッ

クからも学べる点が多くあり，とても貴重な、学

ぶことの多い機会となりました． 
・説明が全て英語で行われるため，はじめは聞き

取れなかった部分も多くありましたが，徐々に耳

が慣れ，リアクションを取れるようになりました．

授業開始当初は，恥ずかしさや自信の無さからあ

まり話せなかったのですが，服部先生や他の受講

生たちとの質疑応答により，自分でも変化に気づ

くことができるほど英語が抵抗なく話せるように

なったことに驚きました．Zoom によるオンライン

の講座で，しかも短い時間でこんなにもスピーキ

ング力が向上するのだと嬉しくなりましたし，も

っと自分の言いたいことをきちんと話せるように

なりたいと思うようにもなり，英語を勉強するモ

チベーションが高まりました． 
・ロジカルに英語を話すコツや，他の受講生が使

っているアカデミックな英単語など，日頃の大人

数の授業では気づかない点に気づけたという点が

勉強になりました． 
・服部先生の論理的に英語を話すための指導が，

スピーキングだけではなく，アカデミック・ライ

ティングにも役に立つと思いました． 
・服部先生が返答一つひとつにアカデミック英語

を身につけるために必要な適切なアドバイスをく

ださるので，話す内容の論理的構成のみならず，

アカデミックな単語や文の構成についても深く知

ることができました． 
・他の人の意見を聞いたり，自分の意見を述べた

りすることで，論理的な文章の組み立て方の難し

さと楽しさを学ぶことができました．テーマに沿

って自分の意見を述べるには，語彙力だけでなく

即興力も必要だということが分かり，その能力を
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伸ばすにはこの講座で行った練習を重ねていくし

かないと思いました． 
・論理的な話し方というのは，意識しなければ難

しいことであると改めて痛感しましたが，とても

勉強になりました．特に私は日常的に，冗長な話

し方をしてしまうことがよくあるためです．です

が今回のアカデミック・スピーキング講座では，

講座の初めに服部先生に教えていただいたロジカ

ル・スピーキングの基本的考え方を最初から最後

まで意識して話すことが出来ました．今回教えて

いただいた論理的な話し方というのは，英語のみ

ならず日本語においても大切なことですし，この

先，様々な場面で活かしていけると思います．今

回この講座に参加することが出来て本当に良かっ

たです． 
 
３． まとめと今後の課題 
アカデミック英語のスピーキング力を伸長した

いと希望している学習者は多い．しかし，英語を

使って論理的に話す力をつけるためには，どのよ

うなことができるようになればよいのか具体的に

把握している学習者は少ない．今後は，オンライ

ン・アカデミック英語講座を継続的に実施しなが

ら，学習者の現時点での英語力や英語学習の目的

に合わせて，英語で何ができるようになればアカ

デミック英語のスピーキング力がつくのかといっ

た明確な到達目標を，学習者がイメージできるよ

うにしていく必要がある． 
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